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 緊急自の連絡先 

• FabLab Kannai ディレクター 増田 恒夫 

• masuda_minami526@i.softbank.jp 
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 3Dデータ 
• モデリングしたデータをSTL形式で保存す

る。Cubeで使用する際は、2バイト文字が使
用できないため、必ず半角英数字を使って
ファイルすること。（フォルダー名も同様） 

• データダウンロードサイトよりダウンロード
する。 

 Cubeソフトウェア 
• 3DSYSTEMS社のサイトに行く。

http://cubify.com/cube/index.aspx?tb_cu
be_learn 

• Mac又はWINDOWSを選択し、ダウンロー
ドする。 

Thingiverse 
http://www.thingiverse.com/thingiverse 

ダウンロード 

 Maker Wareソフトウェア 
• Makerbot社のサイトに行く。

http://www.makerbot.com/makerware/ 

• 使用しているOSを選択し、ダウンロードす
る。 

• スライスデータの作成は、FabLab Kannnai
に設置のノートパソコンを使用するため、
操作を覚える練習用になります。 

• SDカード操作も可能ですが、当面はUSB
接続による使用のみとします。 

 作成上の注意 
• 大きなサイズのものはプリントに時間がか

かります。出力時間が30分程度のデータ
にしてください。 

• サポートが必要な形状はプリント時間と材
料の使用量が多くなります。底面の設置
面積が大きく連続的に積層できる形状が
望ましい。 

http://cubify.com/cube/index.aspx?tb_cube_learn
http://cubify.com/cube/index.aspx?tb_cube_learn
http://cubify.com/cube/index.aspx?tb_cube_learn
http://cubify.com/cube/index.aspx?tb_cube_learn
http://www.makerbot.com/makerware/
http://www.makerbot.com/makerware/


 初期設定 
• インストール時に他のソフトのインストール

は必要なし、Cube Software のみのでOK 

• Cube Softwareを起動する。 

• “Setting”アイコンをクリックし、シルバーの
Cube使用時は”Cube”を選択する。ピンク
のCube使用時は、左図を参考に設定
し、”Save Option”をクリック、   でクロー
ズさせる。 

 読
• “Import”アイコンをクリック、stlデータを選

択”開く”を選択、”Is this model in ｍｍ?”
に対し、mmの場合は”Yes”を選択すると
画面にモデルが現れる。（サンプルファイ
ルは、inchです） 

 ・

• “Heal”アイコンをクリック、”Orient & 
scale”を選択、必要に応じて回転・移動・
スケールを選択し、”Apply”選択で実行さ
れます。   でクローズし、中央に置きた
い場合は、”Center”を選択・移動させる。 数

択

 
• “Buildl”アイコンをクリックし保存すると、

***_cubify_vABS.cubeのファイル名となり
ます。その際に***._cubify.stl が同時に作
成されますが、使用しません。 

 
• ***_cubify_vABS.cubeのファイルをUSBメ

モリに保存する。Cubeには、このUSBメモ
リを使ってプリントさせます。基本的には、
備え付けのUSBメモリをご使用ください。
使用後は、自分のファイルを削除して、返
却してください。 



 接着 
• シルバーCubeを使用する際は、Print Pad

（黒いアルミ板）に接着処理が必要です。
Magic glue（白いボトルの水溶性接着剤）を
プリントサイズに応じて薄く塗ってください。 

• ロフトやサポートを付ける場合は、プリント
サイズが大きくなりますので注意！！ 

 
• 丸いボタンを押すと電源オンになります。

タッチパネルのLCDが明るくなりますので、
パネルを触ってください。 

• USBメモリを挿し、タッチパネルの”Print”
を選択、ファイル名を選択すると、Padが
上昇し、加熱を始めます。加熱時は80℃
～100℃まで上がりますので絶対に触れ
ないでください、火傷します。 

• ピンクのCubeは加熱しません。 

• 同様に、ノズル部は200℃以上になります
ので、絶対に触れないでください。 

 
• プリント開始すると、パネル部に残り時間

が表示されます。（正確ではない・・） 

• プリントが終了すると、Padが下がります
が、すぐには終了しません。Padの温度が
下がるまで、待つ必要が有ります。 

• 途中で失敗、中止する際には、パネルの
ストップを押してください。 

 処
• Padからプリント品を外す。接着が外れな

い場合は、水に付けておくと、接着剤が溶
けて、外れるようになります。 

• プリント品が熱いうち、Padに触れないよう
に外すと簡単にとれますが、火傷やプリン
ト品の変形に注意する必要が有ります。 

 
• 丸ボタンを長押しすると、電源が切れます。 

• 終了です、お疲れ様でした。 

• 次の人に終了したことを教え、スムーズに
使い回せるように、心掛けてください。 



 MakerWare起動 
• Replicatorの横にあるノートパソコンにログイ

ンする。パスワードは、2階のwifiと同じです。 

• “MakerWare”アイコンをクリックし起動させる。 

• 基本的に設定が済んでいるので、データを読
み込み・スライス・プリントは簡単にできます。 

 読
• “Add”アイコンをクリック、プリントするstl

データ選択後に、”開く”を選択し、データを
読み込む。 

 ・

• 必要に応じて”Movel””Turn””Scale”アイコン
をクリックし、移動させる。 

• プリント物を選択してから、アイコンをクリック
し、”Lay Flat”で平面に表示される。 

 
• 背面の電源スイッチをオンにする。 

• “Make”アイコンをクリックし、”make It 
Now”にチェックを入れて、プリント開始。 

• Replicatorに接続せず、自宅で練習する
際には、Make It Now はグレー表示とな
り、選択できません。（左図参照）。 

• 基本設定は、RightはABS樹脂、Leftは
PLA樹脂にしてあります。 

• 樹脂の色については、材料替えに時間が
掛るため、しばらくは設定された材料をご
使用ください。 

 処
• 紐状の突起を持って、Plateからプリント品

を外す。両面テープで軽く付いているだけ
なので、容易に外すことが出来る。 

 
• 背面にある電源をオフにする。 



 ABS樹脂 
• 汎用樹脂で、ごく普通に使われている材料で

す、有機溶剤に溶け、接着も容易です。 

• 加工性が高く、ヤスリでの仕上げも可。 

• ノズルの加熱温度は230℃～240℃、耐熱温
度は70℃～90℃程度 

• ブタジエンが混合されており、比較的衝撃に
強く割れにくい。 

• 耐候性は良くないので、外で使用する際には
塗装が必要となる。 

• 成形時の収縮が大きいので、大きなサイズを
作ると両端がハネ上がる。 

 
• ポリ乳酸、植物由来の材料で生分解性を有

する。（土中で微生物により分解される、堆
肥中では1週間） 

• ノズルの加熱温度は180℃～190℃、耐熱
温度は80℃程度？ 

• 成形時の収縮は少なく、大きなサイズを作
ることが可能。 

• 固く、脆いため加工がしにくい。ドリルで穴
を開けると、溶けて歯に絡みつく。 

• 有機溶剤に溶けない為、接着が難しい。 

• 瞬間接着剤やウレタン系接着剤での接着
強度は不明です。 

 
• PC（ポリカーボネート）は耐熱性が高く、衝撃

に強い。残念ながらFabLab Kannaiでは、使
用できません。 

• ナイロン樹脂のフィラメントは、耐熱性が高く、
曲げ強度も強いため、使ってみたい材料で
すが、残念ながらFabLab Kannaiでは、使用
できません。 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/7/79/Polylactides_Formulae_V.1.svg

